
岡山県哲西町道の駅と地域コミュニティ施設の複合施設 

現地訪問日：2012年 2月 27日 

報告者：光多長温 

１．哲西町道の駅鯉が窪 

① 国道 182号線沿いに立地。 

② 開設日：1996年 8月 15日と道の

駅としては比較早い 

③ 施設内容 

・駐車場 普通車：33台、大型車：

6台、身障者用：2台 

・トイレ 

・レストラン「山野彩館」  

・特産品販売所 

・他に、公園、体験コーナー「昔

ばなしの里」 

④ 待ちが施設建設で、三セクが経営。

三セクの出資構成（資本金 30百万

円）は、行政 51％、農協 10％、s

商工会、森林組合、地元信金等

9.5％、一般株主（186名）30％と

なっている。 

⑤ 感想：比較的早期の道の駅で、道

の駅としての施設もやや狭く、地

元産品販売所や、飲食所、パン工

房等を備えているもののそれほ

どのにぎわいとはなっていない

感じがした。収支も余り芳しくな

いとの印象を持った。しかし、施

設の規模が古く、また狭いために、

これを全面的に手直しすること

はかなりの費用もかかり、難しいとも思われた。この道の駅を活性化させるために

も、次項のきらめき広場が大きな意味を持っていると感じた。なお、既存の商店が

消滅しつつあり、住民の会ものり弁のためにも党が施設が必要とのことであった。 

 

２．複合施設きらめき広場 

① 概要 



・2005年に旧哲西町は１市４町の

合併により、新見市の１地区とな

ったが、それに先立つ 2001年に、

「行政・保健・医療・福祉・教育・

文化一体型の施設をオープンした 

・旧哲西町で「町に何が必要か」

とのアンケートを行ったところ、

診療所という答えが最も多かった

ことから、町の診療所1を道の駅及

び、旧哲西町役場の隣地に建設を

行った2。通常は町立診療所となる

ケースが多いが、医療を軸にした

街づくり、政治情勢に左右されな

い形での診療所を目指して施設は

町が建設して、運営を医療法人が

行うやり方を採用した。また、公

営診療所となると公務員の給与

体系となり、コスト高となること

も問題と考えた。このため、町が

1.500万円出資して医療法人を設

立し、賃貸（有償）方式で医療法

人が経営することとした。 

・施設内容しては、内科診療所・

歯科診療所、図書館3・文化ホー

ル・生涯学習センター、役場を回

廊式に配置した。敷地面積 23.000㎡建築面積 6.020㎡。 

・多様な機能が備わっていることにより、地域拠点としての位置づけが明確となっ

                                                   
1 プライマリーケアに徹する診療所でベッドはなし。セカンダリーケアは新見市内にあり、

これとのパイプを太く持つこととしている。 
2 地域医療で有名な佐藤医師を沖ノ島に訪ね、懇請したところ、最終的に応諾していただい

て、佐藤医師の指導の下に診療所の開設を行った。5年の約束で来ていただいたが、もう

10年になるとのこと。住民の方々が地域医療の先生が根付いていただくように努力してい

ることも大きい。集落単位で医療のレクチュアを行う等。 

なお、佐藤医師一人で行っていたが、自治医大の方が来て、二人体制となった（1人は岡山

医大に移った）。50人の地域医療研修医が来たが、その中鈴木先生がおられて、その後当地

で診療に当たっていただいている。診療日は月曜日から金曜日で土日は電話で対応。歯科

は週 5日。なお、歯科は別の医療法人としている。医療法人の収支はトントン程度。 
3 直営にすると、夕方の貸し出しが難しいため、NPO法人を指定管理者とすることとした。 



ている。特に、道の出来という交通商業機能と、行政機能、診療機能、教育機能、

集会機能が一体化したことにより、相乗効果が発揮できることとなった。更に、市

営バス、コミュニティバス等の発着場所ともなっており、交通結節点としても機能

も具備している。特に、診療所は内科と歯科を具備していることから大きな効果を

発揮している。在宅診療も行っており、特に、寝たきり高齢者に歯科診療は住民に

喜ばれている。 

 

 

② 運営状況 

・きらめき広場の利用者は次の通り（2010年度）となっており、住民に受け入れ

られていることが窺われる。生涯学習センター：5.667人、文化ホール：3.590人、

図書館：15.666人、保健福祉センター：6.734人、内科診療所 10.232人、歯科診

療所：3.541人、ATM利用者 16.435人。合計 61.965人 

・これら施設の運営のために、NPO法人きらめき広場が 2004年に設立された。そ

して、前町長の深井氏が事務局長となり、住民と一体となって、市民活動を行って

いる。一つが、地域情報誌「きらり」の発行である（末尾 PDF参照）。次が、福祉

の優勝サービスであり、高齢者の足となっている。更に、保育士や幼稚園教諭経験

者のボランティアによる子育てサービス、市立哲西図書館の指定管理者受託、市民

団体との協働活動によるきらめき健康福祉まつりを行っている。 

 










































